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中高年女性のサウナ浴における深部体温と血圧の変化
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要旨：サウナ浴の循環器への効果を調べた鄭らの研究（1994）によると，低温（60℃）サウナ浴１５分

で深部体温は１２℃上昇し，この温熱性血管拡張`作用によって心臓に対する前・後負荷減少がおこるとい

う．しかし，一般的な高温サウナ室（88℃）についての温熱効果の知見がないため，本研究では，

40～６５歳の健康なサウナ愛好の中高年女性６名を対象に同様な効果が得られるかどうかを高温サウナ浴

について検討した．入浴前後に鼓膜温，口腔温，腋窩温，心拍数，血圧を測定したところ，サウナ浴１５

分で深部体温は2.1°Ｃの上昇が認められ,脈拍は平均８３±９から121±１０へと大きく増加した．一方，

収縮期・拡張期血圧は一定の傾向が示されず，心負荷の減少を示す所見は得られなかった．これは，高温

サウナが低温サウナよりもより大きな体温上昇を起こすために温熱性の末梢血管抵抗減少があっても，

より高い心拍数の増加による心仕事量の増加が心負荷を結果的に増加させてしまうことが原因であると考

えられた．
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‘健康増進のためにサウナ浴を利用する中高年者は

増加しているが，深部体温や循環に関する効果はあ

まり知られていないのが現状である．鄭らＵによれ

ば６０℃・１５分間のサウナ浴で末梢血管抵抗の減

少と心拍出量の増加，肺動脈圧および右房圧の低下

により，右室に対する負荷の軽減が報告されている．

優れた循環作用をもつサウナ浴ではあるが，一般

に入浴する９０°Ｃ前後のサウナでも同様な効果が得

られるかどうか，サウナを愛好する中高年女'性に対

して検討した．

被験者のプロフィールは，４０～６５歳の健康な中

高年女性６名である．平均年齢５０±９（mean±

SD）歳，平均身長１５３９±3.9ｃｍ，平均体重５１．５

±６３ｋｇ，平均体表面積Ｌ49±OO8m2であった．

実験プロトコールは８８℃の遠赤外線乾式サウナ

室を使用し，入浴前，入浴後５．１０．１５分および

水浴後の計５回，鼓膜温・口腔温・腋窩温を測定

した．血圧は入浴前と入浴後１５分，水浴後の３回

測定した．統計的解析は，繰り返しのある分散分析

に続きposthoctestとしてScheffe分析を用い

た．
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